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(1) 職員の平均給料月額及び平均年齢　( 平成 23 年 4 月 1 日現在 )

区　分

一般行政職 技能労務職 教育職 看護・保健職

平均給料
月額

平均
年齢

平均給料
月額

平均
年齢

平均給料
月額

平均
年齢

平均給料
月額

平均
年齢

宮古島市 328,792 円 46.7 歳 346,341 円 55.3 歳 372,404 円 49.4 歳 293,497 円 38.3 歳

国

( 教育職のみ県 )
327,205 円 42.3 歳 283,862 円 49.5 歳 371,602 円 43.6 歳 314,065 円 45.5 歳

(2) 職員の初任給の状況
　　　　　　　　　( 平成 23 年 4 月 1 日現在 )

区　分 宮古島市 沖縄県 国

一般

行政職

大学卒 172,200 円 172,200 円 172,200 円

高校卒 140,100 円 140,100 円 140,100 円

技能

労務職

高校卒 137,200 円 137,200 円 −

中学卒 129,200 円 129,200 円 −

教育職
大学卒 179,088 円 192,800 円 −

高校卒 145,704 円 168,600 円 −

看護・

保健職

大学卒 201,100 円 − 201,100 円

高校卒 188,900 円 − 188,900 円

(3) 職員の経験年数・学歴別平均給料
　  月額の状況　 ( 平成 23 年 4 月 1 日現在 )

区　分
経験年数

10 年

経験年数

15 年

経験年数

20 年

一般

行政職

大学卒 241,350 円 307,667 円 306,000 円

高校卒 203,533 円 257,709 円 280,700 円

技能

労務職

高校卒 ー ー −

中学卒 ー ー −

教育職
大学卒 ー ー ー

高校卒 ー ー ー

看護・

保健職

大学卒 ー ー −

高校卒 ー ー ー

(4) 特別職の報酬等の状況 ( 平成 23 年 4 月 1 日現在 )

区　分
給　料　月　額　等

( 参考 ) 類似団体における最高 / 最低額

給　料
市　長 830,000 円 990,000 円 / 500,000 円

副市長 660,000 円 802,000 円 / 395,000 円

報　酬

議　長 415,000 円 690,000 円 / 359,000 円

副議長 363,000 円 620,000 円 / 295,000 円

議　員 342,000 円 560,000 円 / 273,000 円

※ 1. 類似団体とは、同規模の行政団体のことである。

(5) 一般行政職の級別職員数等の状況 ( 平成 23 年 4 月 1 日現在 )

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

1 級 主事・技師等の職務 29 人 5.3％

2 級 主任主事・主任技師等の職務 35 人 6.4％

3 級

係長等の職務

主査等の職務

専門的知識を必要とする主任主事・主任技師等の職務

200 人 36.3％

4 級

課長補佐の職務

専門的知識を必要とする係長等の職務

専門的知識を必要とする主査等の職務

115 人 20.9％

5 級 専門的知識を必要とする課長補佐の職務 78 人 14.2％

6 級 課長等及び主幹の職務 78 人 14.2％

7 級 部長及び参事の職務 15 人 2.7％

※ 1. 宮古島市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。

　 2. 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

お問い合わせ　総務部総務課給与係☎ 72-3751( 内線 343)

区分 職員数

20 〜 23 歳 9 人

24 〜 27 歳 24 人

28 〜 31 歳 51 人

32 〜 35 歳 82 人

36 〜 39 歳 90 人

40 〜 43 歳 80 人

44 〜 47 歳 70 人

48 〜 51 歳 121 人

52 〜 55 歳 166 人

56 〜 59 歳 187 人

60 歳以上 0 人

計 880 人

区  分 職員数
対前年度増減数

部  門 平成 22 年 平成 23 年

一般行政

部門

議会 7 7 0

総務 165 151 − 14

税務 34 33 − 1

労働 0 0 0

農林水産 92 90 − 2

商工 16 21 5

土木 63 56 − 7

民生 136 130 − 6

衛生 46 45 − 1

小計 559 533 − 26

特別行政

部門

教育 146 144 − 2

消防 95 93 − 2

小計 241 237 − 4

公営企業

等会計

部門

水道 49 48 − 1

下水道 6 8 2

その他 53 54 1

小計 108 110 2

合計 908 880 − 28

※ 1. 職員数は一般職に属する職員数である。

(6) 部門別及び年齢別職員数の状況 ( 平成 23 年 4 月 1 日現在 )　　( 単位 : 人 )

宮古島市の職員給料状況を
　　お知らせします

( 参考 ) 職員数の推移 ( 各年 4 月 1 日現在 )　　( 単位 : 人 )

年 平成 17 年 平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年

職員数 1,024 1,029 1,000 977 945 908 880 837
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後
見
制
度
に
お
い
て
利
用
す
る
信
託
　
〜
ご
本
人
の
財
産
の
適
切
な
管
理
・
利
用
の
た
め
に
〜

　平成２４年２月から、後見制度支援信託の仕組みに沿った信託商品が複数の金

融機関から提供されました。ここでは、後見制度支援信託を利用する場合の手続

きなどについて紹介します。

★後見制度支援信託とはどのようなものですか？

　後見制度支援信託は、ご本人の財産のうち、日常的な支払をするのに必要十分な金銭

を預貯金として親族後見人が管理し、通常使用しない金銭を信託銀行等に信託する仕組

みのことです。

　後見制度支援信託を利用すると、信託財産を払い戻したり、信託契約を解約したりす

るには、あらかじめ家庭裁判所が発行する指示書が必要となります。

　このように、後見制度支援信託は、ご本人の財産の適切な管理・利用のための方法の

一つです。

★どのような場合に後見制度支援信託を利用するのですか？

　後見開始事件または未成年後見人選任事件のうち、次のとおり、専門職後見人による

継続的な関与が必要な事案や、後見制度支援信託の利用に適さない事情がある事案を除

いた事案について利用することになります。

ご本人の財産

後見制度支援信託の仕組み ( イメージ )

預貯金等

信託財産

通常使用しない金銭

日常的な支払をするのに

必要十分な金銭

｝
信託銀行等が管理

親族後見人が管理

信託財産の払

戻し等には家

裁の発行する

指示書が必要

 ○後見事務に専門的な       

　 知識・経験が必要

 ○親族間に争いがある

  
　　　　　　　      など

 ○財産が少ない

 ○信託できない財産が多い

　　　　　　　　　　  など

後見制度支援信託を

利用する事案

後見制度支援信託の

利用に適さない事情

がある事案

専門職後見人による

継続的な関与が必要

な事案

事案の分類 ( イメージ )

★後見制度支援信託を利用する場合の手続きの流れはどのようになりますか？

　一般的な手続きの流れは次のとおりです。

家庭裁判所
後見開始 ( 又は未成年後見人選任 ) の申立て

⇩

　家庭裁判所は、後見を開始 ( 又は未成年後見人を選出 ) するかどうかを審理するとともに、誰を

後見人に選任するか、後見制度支援信託の利用を検討すべきかなどを審理します。

審　　理

⇩

　家庭裁判所は、後見制度支援信託の利用を検討すべきと判断した場合には、原則として弁護士、

司法書士等の専門職を後見人に選任します。

⇩

審　　判

専門職後見人

　専門職後見人は、ご本人の生活状況や財産状況を踏まえて、後見制度支援信託の利用に適してい

るか検討します。

　専門職後見人は、後見制度支援信託の利用に適していると判断した場合には、利用する信託銀行

等、信託する財産の額などを設定し、家庭裁判所に信託契約締結に関する報告書等を提出します。

　一方、後見制度支援信託の利用に適さないと判断した場合には、その理由を記載した報告書を家

庭裁判所に提出します。

　家庭裁判所は、報告書の内容を確認し、後見制度支援信託の利用に適していると判断した場合、

専門職後見人に指示書を発行します。その後、専門職後見人は、利用する信託銀行等に指示書謄本

等を提出し、信託契約を締結します。

　信託契約締結後、関与の必要がなくなれば、専門職後見人は辞任します。辞任後、専門職後見人

から、親族後見人に対し、専門職後見人が管理していた財産の引継ぎが行われます。

後見制度支援信託の利用の適否についての検討

⇩
家裁に信託契約締結に関する報告書を提出

⇩
信託契約締結

⇩
専門職後見人の辞任・親族後見人への財産の引継ぎ

後見制度支援信託について詳しく知りたい方は・・・

 ○裁判所リーフレット「後見制度において利用する信託の概要」

    (htpp://www.courts.go.jp/about/pamphlet/)

 ○一般社団法人信託協会リーフレット「後見制度をバックアップ・後見制度支援信託

    (http://www.shintaku-kyokai.or.jp/data/pdf/data04_011eafkouken.pdf)

成年後見制度について詳しく知りたい方は・・・

 ○裁判所パンフレット「成年後見制度  ー詳しく知っていただくためにー」

    (htpp://www.courts.go.jp/about/pamphlet/)　 かーくん
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 宮古島農業振興地域整備計画の見直しを実施します
   

下
地
島
を
農
業
振
興
地
域
に
指
定
へ

　

市
は
、
下
地
島
の
土
地
利
用
方
針
を
示
し
た
「
下
地
島
空
港
等
利

用
計
画
書
」
で
、
滑
走
路
南
側
を
農
業
的
利
用
ゾ
ー
ン
（
85
㌶
）
に

位
置
づ
け
、
平
成
24
年
２
月
策
定
の
「
下
地
島
農
業
基
本
計
画
書
」

に
お
い
て
、
農
業
基
盤
整
備
を
実
施
し
、
農
業
振
興
方
策
を
展
開
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
下
地
島
全
体
を
農
業
振
興
地
域
に
指
定
し
、
農
業
的
利

用
ゾ
ー
ン
（
85
㌶
）
を
農
用
地
区
域
に
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
市

は
平
成
24
年
度
に
お
い
て
「
宮
古
島
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」
の

見
直
し
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
つ

　
い
て

　
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
は
、
優

良
な
農
地
を
保
全
し
、
農
業
振
興
の

た
め
の
各
種
施
策
を
計
画
的
に
実
施

す
る
た
め
「
農
業
振
興
地
域
の
整
備

に
関
す
る
法
律
」（
以
下
「
農
振
法
」

と
い
う
。）
に
基
づ
い
て
、
市
が
定
め

る
総
合
的
な
農
業
振
興
の
計
画
で
す
。

●
総
合
見
直
し
に
つ
い
て

　
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
は
、
お

お
む
ね
５
年
ご
と
に
基
礎
調
査
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
見
直

す
こ
と
が
農
振
法
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
宮
古
島
市
は
、
市
町
村
合
併
に
伴

と
し
て
農
地
以
外
に
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
農
用
地
区
域
内

の
農
地
を
農
地
以
外
に
利
用
す
る
た

め
に
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

の
変
更
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
通
常
「
総
合
見
直
し
」
の
祭
に
は

地
域
座
談
会
を
開
催
し
、
地
域
要
望

等
の
意
向
調
査
を
実
施
し
ま
す
が
、

今
回
は
、
下
地
島
の
農
業
振
興
地
域

指
定
に
特
化
し
た
見
直
し
に
な
る
た

め
、
地
域
座
談
会
は
実
施
せ
ず
、
地

域
要
望
等
の
意
向
調
査
は
平
成
25
年

度
の
総
合
見
直
し
で
対
応
す
る
予
定

で
す
。

●農用地区域からの除外等の受付について

　整備計画の見直しに伴い、平成 24 年 7 月から

整備計画の見直し完了（平成25年3月予定）まで、

農用地区域からの除外（以下「農振除外」という）

等の変更手続きはできません。

　現在、農振除外等の具体的な計画をお持ちの

方は、平成 24 年 6 月 29 日（金）までに下記受

付場所に変更申出書等をご提出ください。

　受付期間：平成 24 年 6 月 29 日（金）まで

　受付場所：宮古島市役所上野庁舎農政課内

　　　　　   （宮古島市上野字上野 395 −１）

　お問合せ先：農政課　農政係　☎ 76-6840

い
平
成
21
年
度
に
整
備
計
画
を
策
定

し
て
お
り
、
５
年
経
過
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
今
回
は
下
地
島
空
港
周
辺
残

地
利
活
用
の
た
め
の
編
入
と
い
う
特

殊
な
事
情
を
考
慮
し
た
形
で
の
「
総

合
見
直
し
」
と
な
り
ま
す
。

　
内
容
と
し
て
は
、
下
地
島
の
編
入

部
分
と
前
回
の
総
合
見
直
し
（
平
成

21
年
度
）
以
降
に
生
じ
た
一
部
除
外
、

編
入
、
用
途
変
更
の
部
分
の
変
更
と

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
５
年
ご
と
の
基
礎
調
査
に

基
づ
く
総
合
見
直
し
は
平
成
25
年
度

に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

●
農
用
地
区
域
に
つ
い
て

　
農
用
地
区
域
内
の
農
地
は
優
良
農
地

１．都市計画決定者の名称及び所在地

　　《名　称》　宮古島市長　下地 敏彦　《所在地》　宮古島市平良字西里 186 番地

２．都市計画対象事業の名称：宮古島市都市計画ごみ処理施設整備事業

３．都市計画対象事業の種類：廃棄物処理施設の設置の事業

４．都市計画対象事業の規模：処理能力 63t/ 日 (31.5t/16h×2 炉 )

５．都市計画対象事業が実施されるべき区域：宮古島市平良字西仲宗根地内

６．影響を受ける範囲であると認められる地域：宮古島市

７．準備書の縦覧場所、期間及び時間

　⑴縦覧場所：市役所平良庁舎５階 ( 福祉保健部 環境施設整備室）、市役所下地庁舎２階 ( 建設部都市計画課都市企画係）

　　　　　　   市役所城辺庁舎１階 ( 城辺支所）、市役所上野庁舎１階 ( 上野支所）、市役所伊良部庁舎１階 ( 福祉室）

　　               沖縄県宮古合同庁舎 ( 旧宮古支庁 ) １階 ( 総務課 合同庁舎行政情報センター )

　⑵縦覧期間：平成 24 年５月 7 日 ( 月 ) 平成 24 年 6 月５日 ( 火 ) 午前 8 時 30 分から午後 5 時まで ( 但し、土日祝祭日を除く )

８．意見の提出：準備書の内容について、環境の保全の見地のある者は、次に定めるところにより、宮古島市長に

　　　　　　　　対し意見を提出する事ができる。

　⑴提出先：〒 906-0304　宮古島市下地字上地 472 番地 39　宮古島市役所 建設部 都市計画課 都市企画係

　⑵意見提出期間：平成 24 年 5 月 7 日 ( 月 ) 平成 24 年 6 月 19 日 ( 火 ) まで

　⑶記載事項：意見は、氏名及び住所 ( 法人その他の団体にあっては、その名称、代表者の氏名及び主たる事務所

　　　　　　　の所在地 ) 準備書の名称並びに環境の保全の見地からの意見 ( 日本語で記載し、理由についても記

　　　　　　　載すること。) を記載すること。

９．問い合わせ先：宮古島市役所  建設部 都市計画課 ☎ 76-6507  福祉保健部　環境施設整備室　☎ 72-3751        

宮古島市都市計画ごみ処理施設整備事業に伴う環境影響評価準備書の縦覧について

　失業などの特別な理由により、一時的に生活が苦しくなり、保険医療機関など ( 病院や薬局）に支払

う一部負担金 ( 窓口で支払うお金）を支払うことが困難な時に、一部負担金を減免 ( 減額、免除及び徴

収猶予）する制度です。

《対象となる世帯》

　世帯主又は生計を主として維持する被保険者が、次の⑴〜⑷のいずれかに該当し、資産等の活用を

　図っても、なおその生活が著しく困難な世帯。

　⑴震災、風水害、火災その他これに類する災害により死亡し、心身障がい者となり、又は資産に重

　　大な損害を受けたとき。

　⑵干ばつ、台風、冷害等による農作物の不作、不漁その他これらに類する理由により収入が著しく

　　減少したとき。

　⑶事業又は業務の休廃止、失業などにより収入が著しく減少し、かつ、預貯金が基準生活費の 3 ヶ

　　月以下であるとき。

　⑷上記⑴〜⑶に掲げる事由に類する事由があったとき。

《対象とならない場合》
　対象となる事実が発生した日から６ヶ月を経過しているとき。

《減免等に関する基準》

《申請方法》

　申請には、減免等申請書、生活状況申告書、給与証明書などが必要です。

《申請場所・問い合わせ先》国民健康保険課　庶務給付係　☎ 72-3751( 内線 237）

種　類 要　件
減免
割合

期間

免　除 実収入月額が生活保護基準 ( 基準生活費 ) の 110％以下の世帯 10 割 ３ヶ月以内

減　免
実収入月額が生活保護基準 ( 基準生活費 ) の 110％を超え 120％以下の世帯 7 割

３ヶ月以内
実収入月額が生活保護基準 ( 基準生活費 ) の 120％を超え 130％以下の世帯 5 割

猶　予 実収入月額が生活保護基準 ( 基準生活費 ) の 110％以下の世帯 − 6 ヶ月以内

国民健康保険一部負担金減免制度について

準備書の縦覧と皆様から

のご意見を受け付けます。

⇩
下地島農地 (85ha)
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図書館のコーナー
　　図書館は、宮古島市民のどなたでも無料で利用できます。お気軽にお越し下さい。

定期休館日（平良館・城辺館）：4 日、 11 日、 18 日、25 日
　　　　（北分館）：５日、12 日、19 日、26 日　
定期休館日：21 日（3 館とも）　
公休日・振替日：23 日（慰霊の日）　

一般書

 

一般書

　慰霊の日の平和資料展を ○平良図書館 6/19( 火 ) 〜 6/23( 土 ) ○北分館 6/16( 土 ) 〜 6/30( 土 )

○城辺図書館 6/15( 金 ) 〜 6/20( 水 ) で予定しています。市民の皆様のご来館をお待ちしています。

　各図書館では、俳句関連の資料や話題の資料・雑誌等も揃えており、利用者の皆様のリク    

エストも対応致しております。皆様の生活の情報源として「街の図書館」をご活用ください。

お知らせ

☆サファイア　　　　  湊かなえ / 著

☆最後の小学校  　　   秋山忠嗣 / 著 

☆こころの傷をゆっくりなおす本

　                             新川田譲 / 著

☆ナミヤ雑貨店の奇跡　          

　　                         東野圭吾 / 著

☆三匹のおっさんふたたび 

　　　　　　　　　　    有川浩 / 著

☆日本人の知らない日本語 3

                      蛇蔵＆海野凪子 / 著     

平良図書館 (72-2235)

児童書
児童書

☆錯覚の大研究 人の知覚の不思議にせまろう！              

　　　　　　　　　　　　　    　　北岡明佳 / 絵

☆おめでとう！    　　　　　　いもとようこ / 絵

☆新聞を読もう！ 3 しんぶんはかせになろ！                   

　　　　　　　　　　　　　　　　 鈴木優雅 / 作

☆樋口一葉                           山田せいこ / 漫画

☆ガリガリ君工場見学

                     ガリガリ君プロダクション / 監修

☆ようこそトリックアート・ハウスへ       

                                    おまけたらふく舎 / 著

郷土資料

☆ビームスの沖縄

☆沖縄まんが物語

☆海の狩人沖縄漁民（叢書・沖縄を知

　る）ーイトマンウミンチュの歴史と

　生活誌ー                  加藤久子 / 著

☆ココミル沖縄

☆沖縄オバー食堂         円山正史 / 著

☆琉球古道

☆今帰仁方言アクセントの諸相

                                 小川普史 / 著

☆兵隊先生ー沖縄戦、ある敗走兵の記

　録ー                        松本仁一 / 著

　国指定の与那覇湾鳥獣保護区内の特別保護地区をラムサール

条約に、日本の登録湿地候補として推薦されることが決まりま

した。7 月にラムサール条約事務局で登録される見込で、７月

７日にはルーマニアで認証式が行われる予定です。これにより、

市は、与那覇湾の保全に向けて取り組むとともに、世界的に重

要な湿地としてアピールでき観光資源としても期待できます。

与那覇湾ラムサール条約登録へ

７月８日（日）にマンゴー祭り開催

　今年で３回目となるマンゴーまつりが７月 8 日（日）に宮

古島市熱帯植物園で開催されることになりました。実行委員

会では、今年のマンゴーの生産量が減産になる見込みで、ま

つりの開催を議論した結果、２日間の日程を１日に短縮して

開催することで決定しました。それでも当日は多くの楽しい

イベントを行う予定です。

沖縄県市町村教育委員会連合会
第57回定期総会宮古島市で開催

　5 月 10 日に、沖縄県市町村教育委員会連合会の第 57 回

定期総会が、マティダ市民劇場で行われ、県内の各市町村

から約 200 人の教育委員が出席しました。総会では歳入歳

出、事業報告や事業計画などについて審議していました。

　また、文教施策とその予算措置に関する要請として、本

務教職員の定数枠の確保、児童生徒の問題行動等解決のた

めの支援対策の充実、特別支援学級の充実、学校図書館の

機能強化のための司書教諭配置、学級編成基準の 30 人への

引き下げなどを盛り込みました。

　11 日には、3 分科会が開かれ、「教育委員会の活性化につ

いて」「防災教育の充実について」「地域で取り組む子育て」

について話し合いが行われました。

第 22 回サニツ浜カーニバル

6 月 17( 日 ) 開催決定

　サニツ浜カーニバル実行委員会が５月 11 に行われ、第

22 回大会を 6 月 17 日午前 9 時から下地与那覇での開催

を決めました。

　カーニバルでは広大な干潟でスポーツイベントやレク

レーションが行われる予定です。競技は浜競馬、宮古角

力、綱引き、水中駅伝、グラウンドゴルフ、ドッチボール、

10 人 11 脚、、ビーチバレー、少年サッカーが行われる予

定です。

各競技の問い合わせ先はサニツ浜カーニバル実行委員会

( 市商工観光局商工物産交流課　☎ 73–1046）まで 昨年のサニツ浜カーニバル
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